
                     

川崎モアーズ
屋上ビヤガーデン
☎044 (211)9557
予約は電話（午後２時から受け
付け）、またはＷＥＢ（右下のＱＲ
コード）で。
※荒天の際は営業が
　中止になる場合が
　あります

　
運
営
す
る
の
は
外
食
大
手
の
「
ニ
ユ

ー
ト
ー
キ
ヨ
ー
」。
牛
肉
や
豚
肉
、
ラ

ム
肉
と
味
付
け
ホ
ル
モ
ン
、
焼
き
野
菜

盛
り
合
わ
せ
の
「
網
焼
き
Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
）
セ
ッ
ト
」（
定
量
）
を
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
設
置
さ
れ
た
専
用
の
コ

ン
ロ
で
焼
き
上
げ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
。

準
備
や
片
付
け
の
必
要
も
な
い
の
で
、

家
族
や
友
人
と
の
手
ぶ
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
、
職
場
の
仲
間
た
ち
と
の
宴
会
な
ど

で
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
中
華
テ
イ
ス
ト
の

バ
イ
キ
ン
グ
付
き
。
シ
ュ
ー
マ
イ
や
肉

団
子
、
春
巻
き
、
油
淋
鶏
、
上
海
焼
き

そ
ば
、
春
雨
サ
ラ
ダ
、
杏あ

ん

仁に
ん

豆
腐
な
ど

15
種
類
以
上
の
料
理
が
食
べ
放
題
で
楽

し
め
ま
す
。

ジョッキ片手に「乾杯！」
（５月 17 日、川崎区で）

　ＪＲ川崎駅東口の川崎モアーズ屋上に５月17日、毎
年恒例のビヤガーデンがオープン。キンキンに冷えた
ビールやおいしい料理を開放的な空間で堪能できます。
９月24日（日）までの期間限定。

家族や友人と手ぶらで気軽にバーベキュー

　
も
ち
ろ
ん
、
飲
み
物
も
充
実
。
生
ビ

ー
ル
を
は
じ
め
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
サ
ワ

ー
各
種
、
ワ
イ
ン
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

な
ど
が
飲
み
放
題
で
す
。

　
営
業
は
午
後
４
時
〜
10
時
（
７
、
８

月
は
午
後
10
時
30
分
ま
で
）。
５
、
６

月
の
土
・
日
曜
は
正
午
〜
午
後
10
時

の
特
別
営
業
も
。
料
金
は
１
２
０
分

プ
ラ
ン
４
８
０
０
円
、
90
分
プ
ラ
ン

４
３
０
０
円
で
、
両
プ
ラ
ン
と
も
中
高

生
２
７
０
０
円
、小
学
生
１
６
０
０
円
、

未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

■
開
放
的
な
空
間
で
「
乾
杯
！
」

　
オ
ー
プ
ン
初
日
、
気
温
が
上
が
り
天

気
に
も
恵
ま
れ
る
中
、
仕
事
帰
り
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
が
、「
乾

杯
！
」
と
笑
顔
で
ジ
ョ
ッ
キ

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
同
僚
ら
３
人
で
訪
れ
た
会

社
員
の
竹
田
和
央
さ
ん（
56
）

は
「
開
放
感
が
あ
っ
て
気
持

ち
が
良
く
、
お
酒
も
会
話
も

進
む
。
仕
事
帰
り
の
一
杯
は

格
別
」
と
、
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン

な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
い
る
様
子
。
友
人
と
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
な
が
ら
牛
肉
や
ラ
ム
肉
を
焼
い
て

い
た
市
内
の
女
性
は
、「
外
で
飲
食
す

る
の
は
最
高
の
気
分
。
お
肉
や
、
ほ
か

の
料
理
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ

ま
た
来
た
い
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

問い合わせ

中華や
ドリンクも
楽しめる！

川崎モアーズ屋上にオ
ープンしたビヤガーデ

ン

牛肉・豚肉・ラム肉・味付けホルモンのバーベキューを冷たいビールと一緒に
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一
般
社
団
法
人
筆
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
が

６
月
３
日
（
土
）、
高
津
区
の
川

崎
市
民
プ
ラ
ザ
で
「
筆
ロ
ッ
ク
４

関
東
大
会
・
神
奈
川
予
選
」
を
開

催
。観
戦
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
始
ま
っ

た
イ
ベ
ン
ト
で
今
回
で
４
回
目
。

　
公
募
で
集
ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
１
対
１
で
、
即
興
で
出
さ
れ

た
お
題
を
テ
ー
マ
に
５
分
間
で
作

品
を
作
り
、
審
査
員
５
人
が
勝
敗

を
決
め
ま
す
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
32
人
。

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
タ
ー
、画
家
、

書
道
家
、
生
け
花
作
家
、
粘

土
作
家
な
ど
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
で
、
プ
ロ
も
ア
マ

チ
ュ
ア
も
い
ま
す
。

　
審
査
員
は
バ
ト
ル
ご
と
に

観
客
の
中
か
ら
選
出
。
立
候

即興で出されたお題を作品に
アートバトル
筆ロック・神奈川予選
６月３日（土）川崎市民プラザ

　 
０
８
０
（
５
６
１
０
）
３
８
１
６

筆
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Tel

イベント

補
も
可
能
で
す
。

　
当
日
作
成
さ
れ
た
作
品
は
購
入

も
で
き
ま
す
。

　
同
法
人
の
田
ノ
岡
高
志
代
表

は
「
目
の
前
で
作
ら
れ
る
ア
ー
ト

作
品
対
ア
ー
ト
作
品
の
バ
ト
ル
と

い
う
全
く
新
し
い
催
し
で
す
。
新

し
い
刺
激
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
審
査
員
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
み

て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
６
月
３
日
（
土
）
午
後

１
時
～
７
時
30
分（
入
退
出
自
由
）

　
場
所
　
川
崎
市
民
プ
ラ
ザ
屋
内

広
場
（
高
津
区
新
作
１
／
梶
が
谷

駅
徒
歩
約
15
分
）

　
観
戦
無
料
。

※
本
戦
は
９
月
２
日
（
土
）
横
須

賀
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
す

即興で出されたお題の作品を
描く画家。写真は前回の様子

                     

　
６
月
18
日
（
日
）
に
多
摩
区
総

合
庁
舎
３
階
大
会
議
室
で
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
す
（
午
後
１
時
45
分

～
２
時
45
分
。
入
場
無
料
）。

　「
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
の

一
環
。
高
齢
者
や
着
替
え
が
難
し

い
人
、
車
い
す
を
使
う
人
な
ど
が

着
脱
し
や
す
く
、
お
し
ゃ
れ
な
服

を
研
究
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ

「
糸
の
詩う

た

」
が

企
画
し
ま
し

た
。
シ
ョ
ー
で

は
、
当
事
者
ら

が
ド
レ
ス
を
着

　 

０
４
４(

９
１
１)

２
２
２
１

登
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
内
「
糸

の
詩
」
事
務
局

イベント

Tel

６
月
18
日（
日
）に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
　
　
　
　
市
民
モ
デ
ル
10
人
募
集
中

て
モ
デ
ル
体
験
を
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
３
階
視
聴
覚
室
で
は

「
あ
ず
ま
手
さ
げ
」
の
制
作
体
験

（
午
前
10
時
～
正
午
。
参
加
費
・

材
料
費
無
料
。
先
着
30
人
）、
か

わ
さ
き
マ
イ
ス
タ
ー
栗
田
佐
穂
子

さ
ん
の
、
服
を
着
や
す
く
直
す
講

座
（
正
午
～
午
後
０
時
30
分
）、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

展
示
会
と
不
登
校
相
談
会
（
午
前

10
時
～
午
後
１
時
30
分
）
も
。

　
現
在
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

に
参
加
す
る
市
民
モ
デ
ル
を
10
人

募
集
し
て
い
ま
す
。

今年で 22 回目

                     

　
相
続
、
ま
た
は
相
続
人
に
対
す

る
遺
贈
で
取
得
し
た
土
地
所
有
権

を
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
制
度
が
４
月
27
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
島
崎
行
政
書
士

事
務
所
（
川
崎
区
）
で
は
、
こ
の

制
度
に
関
し
て
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。

　
背
景
に
は
土
地
利
用
ニ
ー
ズ
の

低
下
で
、
相
続
は
し
た
も
の
の
土

地
を
手
放
し
た
い
、
と
思
う
人
の

増
加
が
あ
り
ま
す
。
望
ま
ず
に
土

地
を
取
得
し
た
こ
と
へ
の
負
担
感

が
増
し
て
お
り
、「
場
所
が
遠
い
」

「
高
齢
の
た
め
」
と
い
っ
た
理
由

で
管
理
が
で
き
な
い
事
態
を
招
い

て
い
る
か
ら
で
す
。
施
行
前
に
相

続
し
た
土
地
も
対
象
で
す
が
、
手

放
せ
る
土
地
建
物
に
は
い
く
つ
か

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
の

際
に
は
審
査
手
数
料
の
ほ
か
、
10

年
分
の
土
地
管
理
費
相
当
額
の
負

担
金
な
ど
が
発
生
し
ま
す
。

　
同
事
務
所
は
他
士
業
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
全
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
ま
す
。

川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

　 

０
４
４(

２
７
７)
３
０
０
７

Tel

相
続
し
た
土
地
所
有
権
を
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
に
　
　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所

暮らし

利用ニーズの低い土
地の相続に悩む人も

                     

　
家
族
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ュ

ー
ザ
の
日
」。
目
玉
は
午
後
２
時

開
演
の
東
京
交
響
楽
団
の
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。

　
ホ
ー
ル
を
音
楽
室
に
見
立
て
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
と
も
に

〝
音
楽
の
授
業
〞
を
展
開
。
子
ど

も
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
デ
ビ
ュ
ー
に
ぴ

っ
た
り
な
約
70
分
の
公
演
で
す
。

　
今
年
は
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
作
品
が
テ
ー

マ
。
名
曲
中
の
名
曲
『
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲 

ホ
短
調
』
を
題
材

に
さ
ま
ざ
ま
な
〝
音
楽
の
疑
問
〞

を
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
４
歳
か
ら
入
場
可
能
。
全
席
指

定
で
大
人
２
０
０
０
円
、
シ
ニ
ア

１
８
０
０
円
（
65
歳
以
上
）、
こ

ど
も
５
０
０
円
（
４
歳
〜
中
学
３

年
生
）。今
年
は
新
た
に
、大
人（
ま

た
は
シ
ニ
ア
）
と
、
こ
ど
も
の
チ

ケ
ッ
ト
が
ペ
ア
で
２
０
０
０
円
の

ミューザ川崎シンフォニーホール
☎ 044（５２０）０２００

７月１日（土）は コンサート、イベントを楽しもう

クラシックデビューにぴったり
４歳から入場できる
ウェルカム・コンサート 
　   7/1(土)午後２時開演
　     詳細は右のQRコードから

生のオーケストラの演奏とともに
楽しい〝音楽の授業〟を展開（写真上）。
鑑賞サポート付きの席も（同下）

お
得
な
「
家
族
ペ
ア
割
」

（
窓
口
、
電
話
の
み
で
購

入
可
能
）
が
登
場
。
聴
覚

に
障
害
が
あ
る
人
で
も
振

動
（
ボ
デ
ィ
ソ
ニ
ッ
ク
）

や
字
幕
に
よ
っ
て
コ
ン
サ

ー
ト
を
楽
し
め
る
鑑
賞
サ

ポ
ー
ト
付
き
の
席
も
あ
り

ま
す（
有
料
・
席
数
限
定
）。

                     

                                          

                     



                     

                     

                     

①キュウリを千切りし、軽く塩でもみ
水気をしぼる
②ビーフンとニンジンをゆで、冷やす
③調味料を合わせ、ドレッシングを作る
④ビーフン・野菜・ドレッシング・白いり
ごまを合わせあえる

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

　ビーフンのツルツルとした喉ごしと
野菜のシャキシャキした食感を楽しめ
る副菜です。ビーフンに含まれるモリ
ブデンには造血作用があり、貧血がち
な方に良い食品です。ビーフンサラダ

つ
く
り
か
た

材
料

　  （
大
人
４
人
分
）

TODAY’S
おうちごはん

ビーフン　80 ｇ　　
ニンジン ２分の１本
          （約 80 ｇ）　　
キュウリ　１本
　  　（約 80 ｇ）
塩（キュウリの塩もみ用）

酢　小さじ２
しょうゆ 小さじ２　　
てんさい糖　
           小さじ２
ごま油　少々　　
白いりごま 少々

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

                     

番
台
を
抜
け
た
先
に
、
脱
衣
場
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
浴
槽
は
、
ボ

デ
ィ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
座
風
呂
、

バ
イ
ブ
ラ
バ
ス
の
白
湯
と
、
天
然

温
泉
の
黒
湯
。
黒
湯
は
体
の
し
ん

ま
で
温
ま
る
の
で
、
冬
場
で
も
湯

冷
め
し
に
く
い
と
評
判
で
す
。

　
昨
年
１
月
ま
で
は
、
薪
を
使
っ

て
お
湯
を
沸
か
し
て
い
た
と
い
う

同
湯
。
２
階
の
裏
手
に
は
、
重
い

　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
・
平
間
駅
か
ら
徒

歩
約
７
分
、
平
間
銀
座
商
店
街
を

多
摩
川
方
面
に
向
か
う
と
、「
天

神
湯
」の
煙
突
が
見
え
て
き
ま
す
。

創
業
は
昭
和
26
年
。
現
在
の
ビ
ル

型
に
建
て
替
え
ら
れ
た
の
は
、
同

48
年
の
こ
と
で
す
。

　
銭
湯
が
あ
る
の
は
２
階
部
分
。

の
れ
ん
を
く
ぐ
り
、
昔
な
が
ら
の

薪
を
ま
と
め
て
持
ち
上
げ
て
釡
場

へ
と
運
ぶ
た
め
の
「
ホ
イ
ス
ト
式

ク
レ
ー
ン
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
運
が
良
け
れ
ば
、
豆
柴
の
エ
リ

ス
（
７
歳
・
メ
ス
）
が
出
迎
え
て

く
れ
る
こ
と
も
。〝
番
犬
中
〞
と

書
か
れ
た
札
の
側
で
た
た
ず
む
姿

に
癒
や
さ
れ
ま
す
。

中
原
区
上
平
間
３
５
４

　 

０
４
４
（
５
２
２
）
０
１
５
５

　 

午
後
３
時
〜
９
時
30
分

　 

木
曜
（
８
月
中
は
土
曜
に
変
更
）

Tel休

白湯のほかに天然温泉の黒湯も

ＪＲ南武線・平間駅から徒歩約７分

銭湯めぐり 天神湯

中原区

か わ さ き

〝番犬中〟の豆柴のエリス

                     

　「
第
９
回
東
海
道
川
崎
宿
三
角

お
む
す
び
コ
ン
テ
ス
ト
」の
優
勝
、

準
優
勝
作
品
の
お
む
す
び
が
川
崎

区
内
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
応
募
１
２
０
作
品
の
中
か
ら
、

４
月
22
日
の
「
東
海
道
川
崎
宿
場

ま
つ
り
」
で
上
位
２
作
品
の
決
選

投
票
が
行
わ
れ
、
優
勝
は
佐
藤
み

く
さ
ん
（
高
津
区
）
の
「
塩
さ
ば

柚ゆ

子ず

胡こ
し

椒ょ
う

マ
ヨ
む
す
び
」、
準
優

勝
は
中
村
美
保
さ
ん
（
同
区
）
の

「
ベ
ー
コ
ン
・
ひ
じ
き
・
の
ら
ぼ

う
菜
の
お
祝
い
お

む
す
び
」
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を

入
れ
る
こ
と
で
柚

子
胡
椒
の
味
が
ま

ろ
や
か
に
な
る
の

グルメ
第９回東海道川崎宿
三角おむすびレシピコンテスト
優勝・準優勝作品を
川崎区内で販売中

が
ポ
イ
ン
ト
」、中
村
さ
ん
は
「
具

だ
く
さ
ん
に
し
、
紅
し
ょ
う
が
の

ピ
ン
ク
色
で
川
崎
宿
起
立
４
０
０

年
の
お
祝
い
ム
ー
ド
を
出
し
た
」

と
の
こ
と
で
す
。
レ
シ
ピ
は
川
崎

区
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
販
売
場
所
〉

▼
御
菓
子
司
飯
田
屋
　
川
崎
区

小
田
４
の
８
の
11
。
優
勝
作
品

１
７
０
円
、
準
優
勝
作
品
１
８
０

円
。
５
月
30
日
（
火
）
ま
で

☎
０
４
４
（
３
３
３
）
４
８
６
１

▼
時
計
屋
さ
ん
の
お
米
ハ
ウ
ス
　

川
崎
区
追
分
町
５
の
１
。
優
勝
作

品
を
販
売
。
１
３
０
円

☎
０
４
４
（
３
４
４
）
５
６
７
７

※
ホ
テ
ル
縁
道
で
は
朝
食
付
き
宿

泊
プ
ラ
ン
で
31
日（
水
）ま
で
提
供
　

優
勝
作
品

　 

０
４
４(

２
０
１)

３
１
３
０

川
崎
区
役
所
地
域
振
興
課

Tel

準
優
勝
作
品

                     

©KAWASAKI FRONTALE 

宮前区宮崎３の９の11
　 ０４４（７５０）９５４６
　 午前11時～午後７時　無休
Tel

サポーターからの
応援メッセージ

優勝目指して
頑張ってください！

フロンターレの躍進が弊社の
活力源にもなります！
優勝パレード

楽しみにしています。

古本買取の東京書房

ふろん太を囲んで

川崎フロンターレ選手に届け!

                     

　
川
崎
市
立
看
護
大
学
（
幸
区
）

で
５
月
16
日
、
新
入
生
向
け
の
総

合
講
義
「
川
崎
市
が
期
待
す
る
保

健
医
療
専
門
職
」
が
行
わ
れ
、
福

田
紀
彦
川
崎
市
長
が
講
師
を
務
め

ま
し
た
。

　
川
崎
の
魅
力
を
知
り
、
看
護
師

と
な
る
た
め
の
学
習
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授
業
の
一

環
で
す
。

　
福
田
市
長
は
川
崎
市
の
歴
史
、

福
田
紀
彦
市
長
が
川
崎
市
立
看
護
大
の
新
入
生

に
地
域
包
括
の
大
切
さ
な
ど
を
講
義

講義中の福田市長

人
口
、
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど
を

紹
介
。

　
さ
ら
に
地
域
包
括
支
援
の
大
切

さ
も
強
調
。「
近
所
に
い
る
高
齢

者
の
方
に
ほ
ん
の
一
言
で
も
い
い

か
ら
声
を
掛
け
て
み
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、「
地
域
の
た
め
に
、
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
」

と
学
生
に
問
い
か
け
る
と
「
助
産

師
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
し
た
い
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
坂
元
昇
学
長
は
、「
ど
こ
で
暮

ら
し
て
も
地
域
の
一
員
と
し
て
地

域
と
ど
う
か
か
わ
る
か
考
え
る
よ

う
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

ニュース

                     



                     

                     

                     

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）

070（1391）8777

あなたを頼りに多くの人や物が集
まる時。望むものも望まないもの
も引き寄せられる。可能性が流れ
込む。ここで集中して力を発揮す
る。それが後日の幸運の種となる

五
黄
土
星

単独行動が吉。自分が見えている
ことを大切にする。同じものを見
ていても同じように感じるとは限
らない。自分の感覚を大事にね。
何事も人に頼らずに自力がよい時

九
紫
火
星

四
緑
木
星

動こうと思っても重い腰が上がら
ない。意志が弱くなっている。疑
いの目で人や動きを見てしまいや
すい時。飾らない曇りのない目で
見てみれば問題ないと気づくはず

ゆっくり前進する時。進むことを
心配していませんか？　大丈夫で
すよ。引き立てがある。応援してく
れる人もいます。やりたいなら悩
みながらでもやってみた方が良い

八
白
土
星

三
碧
木
星

動かずにいれば可もなく不可もな
い時。消極策で現状維持も良し。
大変でも幸運の芽を見つけて育て
ていくも良し。どん底の気分なら
チャンスはその底に潜んでいる

静観の時。今さら背伸びをしても
始まらない。今の自分に合った動
きをしてね。自分の行いは周りか
ら見られている。感情や好き嫌い
だけで判断せず良く考えて動く

七
赤
金
星

二
黒
土
星

飾りたてる必要はない。内面の充
実が大切な時。今のあなたは満月
に近いお月さま。太陽の光を受け
穏やかに輝きます。華やかではな
く奥ゆかしく裏方に徹しましょう

六
白
金
星

表面だけを見ていると惑わされる
時。吉運だが新しいことには注意
が必要。従来のものは安全。本質
がハッキリしないなら決定は急が
ない。自分を輝かせる決断してね

一
白
水
星

夜明けを待つ時。今は解けない問
題がある。日が沈み闇に包まれて
いく。周りが暗くなったなら焦っ
て進まない。明るくなるまで待て
ば良い。答えは必ず見つけられる

※次回の掲載は
6月2日付

【一白水星】  昭和２・１１・２０・２９・３８・４７・５６　平成２・１１・２０・２９
【二黒土星】  昭和元・１０・１９・２８・３７・４６・５５　平成元・１０・１９・２８
【三碧木星】  大正１４　昭和９・１８・２７・３６・４５・５４・６３　平成９・１８・２７
【四緑木星】  大正１３　昭和８・１７・２６・３５・４４・５３・６２　平成８・１７・２６　令和５
【五黄土星】  大正１２　昭和７・１６・２５・３４・４３・５２・６１　平成７・１６・２５　令和４
【六白金星】  大正１１　昭和６・１５・２４・３３・４２・５１・６０　平成６・１５・２４　令和３
【七赤金星】  大正１０　昭和５・１４・２３・３２・４１・５０・５９　平成５・１４・２３　令和２
【八白土星】  大正９　昭和４・１３・２２・３１・４０・４９・５８　　平成４・１３・２２・３１（令和元）
【九紫火星】  大正８　昭和３・１２・２１・３０・３９・４８・５７　  平成３・１２・２１・３０

１月１日～２月３日に生まれた人は前年生まれ

九星易占い 5月26日～6月1日

                     

　
Ａ
　
高
度
情
報
化
社
会
に
な
り
、
パ
ソ
コ
ン

内
の
デ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
従
来
に
は
な
か
っ
た
情
報
の
処
理
が

社
会
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
「
デ
ジ
タ
ル
遺
産
」
は
、
ご
家
族
な
ど
残
さ

れ
た
方
が
処
理
し
や
す
い
よ
う
に
、「
ど
ん
な

　
特
に
ネ
ッ
ト
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の

ア
カ
ウ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー

ド
を
残
し
て
お
か
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
一
部
デ

ジ
タ
ル
遺
産
の
処
理
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
利
用
者
が
亡
く
な
っ
た
際
、
登
録
さ
れ
て

い
る
相
手
に
連
絡
が
い
き
、
情
報
が
伝
わ
る
よ

う
に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前
に
、
ま

ず
は
ご
自
分
の
デ
ジ
タ
ル
遺
産
に
な
る
内
容
を

整
理
し
ま
し
ょ
う
。
現
時
点
で
不
要
な
情
報
は

削
除
す
る
な
ど
ス
リ
ム
化
を
優
先
し
た
方
が
、

ご
自
身
に
と
っ
て
も
、
ま
た
残
さ
れ
る
ご
家
族

に
と
っ
て
も
安
心
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
Ｑ
　
自
分
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と

き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
の
デ
ー
タ
を
ど
う
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

デ
ー
タ
を
保
存
し

て
い
る
か
」「
ど

う
処
理
し
て
ほ
し

い
か
」
を
事
前
に

ま
と
め
て
お
く
の

が
最
も
有
効
な
手

段
の
よ
う
で
す
。

水
田
明
彦
１
級
葬
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
」

厚
生
労
働
省
認
定

１
級
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
水
田
明
彦

川
崎
区
田
島
町

の
９

☎
０
４
４
（
３
６
６
）
０
５
２
５

                     

「
司
法
書
士
小
山
事
務
所
」

司
法
書
士
・
小
山
明
子

川
崎
区
宮
前
町
８
の


☎
０
４
４
（
２
１
１
）
２
８
１
１

　
Ａ
　
現
時
点
で
は
原
則
と
し
て
、「
相
続
発

生
し
た
預
貯
金
は
遺
産
分
割
を
経
な
け
れ
ば
、

相
続
人
の
一
人
が
単
独
で
引
き
出
す
こ
と
は
で

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
弟
さ
ん
が
単
に
家
に
帰
ら
な
い
の
か
、
失
踪

し
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
手
続
き
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
手
続
き
が
困
難
な
ら
、
お
母
さ
ま
の

遺
産
承
継
手
続
き
と
併
せ
て
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
相
続
法
の
改
正
に
よ
り
、
遺
産
分
割
協

議
の
成
立
に
時
間
が
か
か
る
場
合
に
、
一
定
の

金
額
で
あ
り
上
限
も
あ
り
ま
す
が
、
相
続
人
が

単
独
で
払
い
戻
し
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
相
続
発
生
後
す
ぐ
に
必
要
な
病
院
の

費
用
や
葬
儀
費
用
、
当
面
の
生
活
費
な
ど
に
か

か
る
お
金
の
心
配
が
な
く
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
相
続
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
　

歳
の
女
性
で
す
。
先
週
母
が
他
界

し
ま
し
た
。
相
続
人
は
私
と
弟
で
す
。
銀
行

に
母
の
名
義
の
貯
金
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
か

ら
病
院
の
未
払
い
金
や
葬
儀
費
用
を
支
払
い

た
い
の
で
す
が
、
窓
口
で
「
引
き
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
弟
と
は

ず
っ
と
音
信
不
通
で
、
出
歩
く
こ
と
が
難
し

い
私
が
、
弟
を
探
し
出
す
の
は
困
難
で
す
。

小
山
明
子
司
法
書
士

き
な
い
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
銀
行
で
、
弟

さ
ん
が
い
る
な
ら

協
議
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
と
言
わ

                     

介
護
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
…

【
社
会
福
祉
法
人 
馬
島
福
祉
会
】

川
崎
区
日
ノ
出
２
の
７
の
１

介
護
老
人
福
祉
施
設
「
大
師
の
里
」
内

☎
０
４
４
（
２
８
０
）
０
７
１
７

　「
大
師
の
里
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

（
川
崎
区
日
ノ
出
２
の
７
の
１
）
の
介
護
士
〝
元

気
な
キ
ヨ
ち
ゃ
ん
〞こ
と
内
藤
キ
ヨ（
78
）で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
支
援
が
必
要
な
利
用
者

さ
ま
が
食
事
・
入
浴
・
体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
し
な
が
ら
過
ご
す
、
日
帰
り
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
日
々
の
活
動
で
は
、
利
用
者

さ
ま
が
楽
し

め
る
よ
う
、

毎
週
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

内
容
を
変
え

て
い
ま
す
。

脳
ト
レ
や
体
操
も
、
楽
し
み
な
が
ら
１
時
間
行

え
る
よ
う
工
夫
を
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
好
評
な
の
は
夏
祭
り
、
敬
老
会
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
季
節
行
事
で
す
。
ほ
か
に

は
寿
司
会
、
鍋
会
、
中
華
バ
イ
キ
ン
グ
と
い
っ

た
食
事
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
ラ
ン
ダ

ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
季
節
行
事
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
職
員
の
出
し

物
と
し
て
踊
り
や
ド
タ
バ
タ
寸
劇
な
ど
も
行
い

い
ま
す
。
私
も
華
や
か
な
衣
装
を
身
に
着
け
、

踊
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
大
笑
い
を
し
て
く

だ
さ
り
、
好
評
で
す
。
利
用
者
さ
ま
に
「
今
日

は
何
が
あ
る
の
か
な
？
」
と
い
っ
た
ワ
ク
ワ
ク

感
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、

い
ろ
ん
な
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

内
藤
キ
ヨ
さ
ん

                     



                     

                     

                     



                     

                     

                     

                     



                     

                     

                     

お相撲さんの抱っこに大喜び！

写真撮影に応じる朝乃山関

■
地
元
出
身
力
士
、
友
風
関
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
大
盛
り
上
が
り

　

４

年

ぶ

り

の

開

催

に

約

６
０
０
０
人
が
つ
め
か
け
、
会
場

に
は
「
満
員
御
礼
」
の
懸
垂
幕
が

下
が
り
ま
し
た
。

　
取
組
の
ほ
か
、
２
人
の
力
士
が

コ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
面
白
お
か
し

く
禁
じ
手
を
紹
介
す
る
初

し
ょ
っ
き
り切
や
、

数
人
の
力
士
が
歌
い
上
げ
る
相
撲

甚
句
、
小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
を
刻

む
櫓

や
ぐ
ら

太
鼓
打
分
、
真
っ
白
な
綱
を

締
め
た
照
ノ
富
士
に
よ
る
横
綱
土

俵
入
り
、
千
代
大
牙
さ
ん
に
よ
る

弓
取
り
式
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
。

　
な
か
で
も
盛
り
上
が
っ
た
の

が
、
川
崎
区
出
身
で
ピ
ア
ノ
力
士

と
し
て
人
気
の
友
風
関
ら
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。「
引
退
後
は
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
。
ス
イ
ー
ツ

大
好
き
。
大
谷
翔
平
選
手
が
12
時

間
睡
眠
を
と
る
と
言
っ
て
い
た
の

で
休
み
は
休
息
を
意
識
し
て
い

る
」
な
ど
と
話
し
、
喝
さ
い
を
浴

び
ま
し
た
。

■
サ
イ
ン
も
写
真
も

　
力
士
が
フ
ァ
ン
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
気
さ
く
に
応
じ
て
く
れ
る
の
も

巡
業
の
大
き
な
楽
し
み
で
す
。
会

場
の
あ
ち
こ
ち
で
、
持
参
し
た
色

紙
に
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
り
、
子

ど
も
を
抱
っ
こ
し
て
も
ら
い
写
真

を
撮
っ
た
り
す
る
人
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
朝
乃
山
関
と
写
真
を
撮
っ

た
小
倉
由
佳
さ
ん
（
多
摩
区
）
は

「
相
撲
が
大
好
き
。
朝
乃
山
関
に

は
早
く
幕
内
に
戻
っ
て
き
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　
友
風
関
の
大
フ
ァ
ン
を
語
る
中

野
和
美
さ
ん
（
藤
沢
市
）
は
「
間

近
で
見
た
友
風
さ
ん
は
大
き
く
て

す
て
き
だ
っ
た
。
体
が
き
れ
い
だ

し
足
が
長
い
。
大
け
が
を
し
て
幕

下
に
落
ち
た
の
に
、
努
力
で
幕
内

に
戻
っ
て
き
て
…
。全
て
が
好
き
」

と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
の
周
り
に
は
日
本
文
化
が

楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
。
か
わ
さ

き
産
業
親
善
大
使
で
真
打
の
桂
米

多
朗
さ
ん
に
よ
る
寄
席
や
、
相
撲

や
書
道
、
茶
道
な
ど
の
体
験
に
多

く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　大相撲川崎場所（同実行委員会など主催）が４月29日、
中原区の川崎市とどろきアリーナで行われました。

錦木関（左）と翔猿関の取組 インタビューに答える友風関 照ノ富士関による横綱土俵入り

会場が爆笑した初切

日本文化を楽しめる書道コーナー

大相撲川崎場所
　４年ぶりの開催!!
6０00人が来場し満員御礼!!

                     



                     

                     

                     

                     


